
【会場】 波止場会館 ４階 大会議室１・２

神奈川県福祉子どもみらい局 子どもみらい部 次世代育成課問合せ先

FAX：045-21０-8956 ／ ＴＥＬ：045-210-4690

【申込方法】 電子申請システムでお申込みください。

参加費無料
先着５０名様

令和７年度

学 支習

子ども支援交流会

令和７年７月１７日（木）
１０時３０分～１２時３０分

神奈川県では、子どもへの支援に携わる方や

団体、企業等の相互の関係づくりを進めるため、

子ども支援交流会を開催しています。

今回は「地域における学習支援」をテーマに、

第18回かながわ子ども・子育て支援大賞等受賞団体による

取組事例の紹介と、交流会を行います。

県内で活動されている皆さんから取組や支援のヒントを得ませんか。

多くの方の御参加をお待ちしています。

援

＜登壇団体＞

◆ あすのち

（活動地域：座間市、横浜市、
オンライン）

◆ つどいの場きらく学習室

（活動地域：秦野市）

◆ 特定非営利活動法人
メダカのお弁当

（活動地域：相模原市、伊勢原市）

◆ 非営利組織寺子屋
くすくすの木

（活動地域：愛川町）

＜ファシリテーター＞

◆ 一般社団法人ソーシャル
コーディネートかながわ

代表理事 手塚 明美氏

～地域における

の取組～

＜案内図＞ みなとみらい線「日本大通り駅」２番出口から徒歩５分

申込期限：令和７年７月１４日（月）まで

（所在地：横浜市中区海岸通１－１）

ＵＲＬ：https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/140007-
u/offer/offerList_detail?tempSeq=100620

※ 申込者多数の場合には、先着順となります。

https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/140007-u/offer/offerList_detail?tempSeq=100620


電子申請システムが利用出来ない場合にご利用ください。

神奈川県次世代育成課企画グループ まで 045-210-8956FAX

交流会（令和7年7月17日開催） 参加申込書 兼 出席票

プログラム

取組事例紹介・意見交換等 10：35 – 12：00

交流会
取組事例報告者やファシリテーターへの質問、参加者との情報交換、連絡先の交換など、交流を
深めることができます。

取組事例① あすのち 代表 乾氏

取組事例② つどいの場きらく学習室 露木 和子氏 、渡邉 俊夫氏 、小原 松蔵氏

取組事例③ 特定非営利活動法人メダカのお弁当
理事長 鈴木 雄大氏 、事務局長 鈴木 佳奈子氏

取組事例④ 非営利組織寺子屋くすくすの木 代表 野田 由栄子氏

ﾌ ｧ ｼ ﾘ ﾃ ｰ ﾀ ｰ 一 般社団法人ソーシャルコーデ ィネー トかながわ 代表理事 手塚 明美氏

「子どもが自分の明日を信じていける社会」の実現を目指し、高校生・大学生の運営スタッフが
中心となり、学習支援事業、居場所づくり事業を実施している。子どもが主体的に参加する時間や
過ごしたい過ごし方を選べる「こどもまんなかの教室づくり」を目指している。

様々な事情で塾に行くことが出来ない子どもたちと、退職後も社会貢献したい地域の大人をつな
ぎ、地域で無料学習支援に取り組んでいる。子どもが本当に必要としている学習を行うことを大
切にしている。

子どもたちの豊かな未来と思いやりをもって生きられる「あたたかい」社会の形成を目指し、
手作りのお弁当の提供や食事食材支援事業、本業である学習塾を活かした無料学習支援事業など、
食と学習の側面から子どもたちへの支援を実施している。

人口比率の約８％が外国籍の住民という愛川町の地域特性を踏まえ、子どもの健全育成のため、
小中学校の外国にルーツを持つ子どもたちへの読み書き、挨拶等の基礎的な学習支援や、地域の
学校に行きづらい子どもたちへの学習支援を行っている。

かながわ子ども・子育て支援大賞の審査委員を長きにわたり務めている。
豊かで自立した地域社会づくりに貢献するため、日頃から市民・NPO・企業・行政機関など、
様々な人や組織、社会資源をつなぐ中間支援活動を行っている。

12：00 – 12：30

ふりがな

氏名

＠

電話番号

メールアドレス

所属所在地
（市町村名） 市 ・ 町 ・ 村 区

（所属がある場合）

今後、神奈川県次世代育成課から研修会や交流会などのお知らせをしてもよいですか。

□ はい □ いいえ

所属名


